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活動への参加者数 7人
200部
80％
30％

参考書と報告書の作成

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

　東京都神津島では、総合環境学習に対する理解や対応施策がまだ十分では
ない。一方、首都圏では体験型総合環境学習が不足しており、特に不登校生徒
については顕著である。

　自然環境とかけ離れた生活となっていることが、不登校等
の問題を生んでいる原因の１つとも考える。そこで自然環境
とともに生活することの必要性について、社会全体として議
論の場が設けられるよう努力したい。

　東京都神津島で不登校生徒に体験型総合環境学習を実施することで、島内
の総合環境学習に対する理解、知見を深め、参加者も環境教育、社会性を学
び、自立した精神を養う。

　小学生高学年と中学生7名に対して、夏休みの５日間で東京都神津島にお
いて総合環境学習を実施した。短期間ではあったが、合宿形式としたため多く
のプログラムの中で、参加者同士の濃密な関係が構築された。さらに参加者

今後の
展望

神津島の仲間と一緒に森林探検と植林活動

皆で伏流水や黒曜石、砂鉄も見つけよう！

の作文からは、自然環境に対するものの見
方、とらえ方、自然と人の生活の関係等へ
の理解が深まった、また機会があれば参加
したいとの意見が得られた。一方、神津島
では総合環境学習への理解が進み、新た
に1名が本活動の講師として加わった他、
大島、三宅島、小笠原の観光協会とＮＰＯ
関係者等より問い合わせがあった。

課題

目標

活動内容と成果

■苦労した点
　ブログラムを実践する
時に、年齢層や性別が違う
参加者に対して、興味をひ
くための共通点がつかみ
にくかった。

■工夫した点
　講師が内容を十分理解
し、参加者との会話を充実
し、虫の翅音や波音を聞い
たり、朝日等を見に行き、
自らが感動する機会を設
けた。

苦労した点と工夫した点


